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国土交通省における取組み



i-Construction ～建設現場の生産性向上～

○平成28年9月12日の未来投資会議において、安倍総理から第4次産業革命による『建設現場の生産性革命』に向け、
建設現場の生産性を2025年度までに2割向上を目指す方針が示された。

○この目標に向け、３年以内に、橋やトンネル、ダムなどの公共工事の現場で、測量にドローン等を投入し、施工、検査
に至る建設プロセス全体を３次元データでつなぐなど、新たな建設手法を導入。

○これらの取組によって従来の３Ｋのイメージを払拭して、多様な人材を呼び込むことで人手不足も解消し、
全国の建設現場を新３Ｋ（給与が良い、休暇がとれる、希望がもてる）の魅力ある現場に劇的に改善。

【生産性向上イメージ】
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平成28年9月12日未来投資会議の様
子

ICTの土工への活用イメージ（ICT土工）

i-Construction ～建設現場の生産性向上～



準天頂衛星
（みちびき）

主 桁

横 桁

検査路

横 構

Society5.0におけるi-Constructionの「深化」

○Society5.0においてi-Constructionを「深化」させ、建設現場の生産性を2025年度までに2割向上を目指す
○平成30年度は、ICT施工の工種拡大、現場作業の効率化、施工時期の平準化に加えて、測量から設計、施工、維持管理に至る
建設プロセス全体を3次元データで繋ぎ、新技術、新工法、新材料の導入、利活用を加速化するとともに、国際標準化の動きと連携

機器活用による測量 2次元図面による設計

ドローン(レーザースキャナ)や
準天頂衛星システム(みちびき)を
活用し、効率化、高密度化した
面的な3次元測量

人手が必須な点検作業 労働力を主体とした施工

測量 設計

施工維持管理

3次元モデルによる可視化と
手戻り防止、4D(時間)、5D(コスト)
による施工計画の効率化

ICT施工の工種拡大、
3次元データに基づく施工、
デジタルデータ活用による
新技術の導入拡大等

ロボットやセンサーによる
管理状況のデジタルデータ化、
3次元点検データによる可視化

測量 設計

施工維持管理

建設生産プロセス全体を3次元データで繋ぐ

社会への実装
バーチャルシティによる
空間利活用

ロボット、AI技術の開発 自動運転に活用できる
デジタル基盤地図の作成

ドローン
GPS

3Dデータ
VR

自動化
ビックデータ

ロボット
AI

河川・堤防

トンネル

鉄道
空港

道路法面緑化

自動車専用道路

保存樹木

街路・街路樹

宅地

公園・緑地

タンク

駅・駅前広場

農業用水路

圃場整備

国際標準化の動きと連携

３次元設計データ等を通信
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I-Constructionの推進【ロゴマークを決定】

平成28年 「生産性革命元年」

平成29年 「生産性革命前進の年」

平成30年 「生産性革命深化の年」

「i-Construction」の取組が、建設業界はもちろん、業界を超えて社会全体から応援され
る取組へと「深化」するシンボルとして、2018年6月1日にロゴマークを決定・公表。

○ロゴマークの使用にあたって、事前の使用申請などは不要。ただし、
下記の使用例等を参考として、「i-Construction」の取組の普及・
促進を目的として普及・拡大。

○本ロゴマークは商標登録しており、上記の目的から著しく逸脱してい
ると見受けられる使用方法の場合は、使用の差し止めを求めること
ができる。

【ロゴマークの使用例（案）】
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地元企業中心のプロジェクトチーム“i-Con etc隊”
を結成【カナツ技建工業㈱】

i-Construction大賞

建設現場の生産性向上（i-Construction）の優れた取組を表彰し、ベストプラクティスとして広く紹介す
ることにより、i-Constructionを推進することを目的に、平成29年度、「i-Construction大賞」を創設

■第1回表彰団体の取組（例）

本社内の「ICT施工推進室」で
現場をバックアップ【㈱砂子組】

元請自ら３次元設計データを作成
【カナツ技建工業㈱】 （アイコン エトセトラ）

○i-Construction大賞の表彰対象・審査
前年度に完成した直轄工事を実施した団体を対
象とし、地方整備局等からの推薦、省内に設置した
『i-Construction大賞選考委員会（委員長：国
土交通省技監）』における審議を経て、表彰団体を
決定

○今後の予定
昨今の取組の広がりを踏まえ、地方公共団体発注工事や民間企業の独自の取組なども表彰対象とし、官民問わず
優れた取組の全国的な普及・展開を推進

NO 表彰の
種類

分
野 企業名 工事名 工事担当

地整等

1 国土交通
大臣賞 道路 （株）砂子組 道央圏連絡道路 千歳市 泉郷改良工事 北海道

2 国土交通
大臣賞 道路 カナツ技建工業（株） 多伎朝山道路小田地区改良第12工事 中国

3 優秀賞 河川 （株）小山建設 北上川上流曲田地区築堤盛土工事 東北

4 優秀賞 河川 金杉建設（株） Ｈ27荒川西区川越線下流下築堤工事 関東

5 優秀賞 河川 会津土建（株） 宮古弱小堤防対策工事 北陸

6 優秀賞 道路 （株）新井組 平成27年度中部縦貫丹生川西部地区道路建設工事 中部

7 優秀賞 道路 中林建設（株） 第二阪和国道大谷地区道路整備工事 近畿

8 優秀賞 港湾 五洋・井森特定JV 徳山下松港新南陽地区航路（-12ｍ）浚渫工事 中国

9 優秀賞 河川 （株）福井組 Ｈ27-28 川島漏水対策工事 四国

10 優秀賞 港湾 若築・あおみ特定JV 須崎港湾口地区防波堤築造工事 四国

11 優秀賞 砂防 （株）野添土木 長谷川４号床固工・右岸導流堤工事 九州

12 優秀賞 道路 （株）丸政工務店 平成28年度恩納南BP1工区改良（その13）工事 沖縄

■第1回表彰式（H30.2.15開催）

■第1回表彰団体（H29.12.11発表）

多くの見学会や取材対応を
通じて情報発信【㈱砂子組】
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国土交通省では、建設現場において男女ともに働きやすい環境とするため、ワーク・ライ

フ・バランスを推進できる環境整備を進めてきたところです。

建設現場においても、女性技術者等に不評であったトイレについて、平成28年10月1日以

降に入札手続きを開始する土木工事から「快適トイレ（女性も活用しやすいトイレ）」を

原則化することとし、「快適トイレ」の標準仕様を決定しました。（平成28年8月4日記者

発表）

上記の標準仕様を満たした「快適トイレ」の設置を行った工事において、『現場の声』と

し実際に使用しての感想・意見等を含め事例集としてとりまとめました。

「快適トイレ」が、全国の自治体へ広まり、全ての建設現場の環境改善につながることを

期待しています。

また、レンタルが中心の建設現場の仮設トイレが「快適トイレ」に変わることにより、災

害時に避難所等に持ち込まれる仮設トイレも変わるといった副次的効果も期待しています。

建設現場の環境改善【快適トイレの設置】
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快適トイレ設置事例（東北地方整備局）

■ 河川事業での設置事例

○現場の声

・とても綺麗でびっくりした。
・スリッパに履き替えるトイレが初めてだったので、清潔感があり良かった。
・更衣室にもなるので、着替えが出来て良かった。
（全て女性の声）

全景

ゆったりとした便座まわり
暖房付便座、擬音スイッチ、臭い逆流防止機能付

ドレッサー・洗面台土足厳禁・スリッパに履き替えるため
室内がきれいなので着替えも可能

※更衣室兼トイレのため、建物の中に トイレがあります。

トイレの出入りが見えないように目隠し板を設置し、「女性専用」と
判りやすいように表記をしている

便座クリーナー、小物置き
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工事銘板への技術者名の刻銘

国土交通省では、コンクリート構造物の品質確保を目的として、構造物の設計基準の他、受注企業の監理技
術者名等を銘板に記載している。

更に、建設工事に従事した技術者名を銘板に刻銘し、技術者の「やりがい」や「存在の可視化」など、「誇り」を
示す取り組みを実施中。

＜参考：他機関の事例＞
国土交通省営繕部では、優良工事等表彰の受賞工事を対象として、銘板に主任技術者及び職長以上
の氏名を掲載し、設置している。

長野県では、「担当した技術者の名前を刻もうプロジェクト」を実施し、銘板に事業概要や受注者等の会
社名、技術者名を掲載し、設置している。

群馬県では、技術者の功績をたたえ、やりがいと意欲の向上を図るため、大型構造物以外の工事にも、
技術者名を記載し、設置している。

＜取組みの拡大＞
銘板の設置をコンクリート構造物以外に法面工などに拡大

銘板に記載する技術者の対象を受注企業以外に、下請企業の専門技術者まで拡大

現行の発注工事単位から構造物又は事業単位などへの拡大を検討中

＜検討事項＞

1. 設置場所
目的として「技術者の可視化」を主眼に、従来の工事銘板として構造物への設置以外

に、「道の駅」、「展望台」など多くの人の目に触れる場所を検討
2. 手法の検討

工事銘板以外に、様々な情報発信手法（ホームページやQRコード、SNSなど）の活
用を検討

事例：長野県 上高地トンネル

銘板 裏面
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出所：建設通信新聞HP工事銘板のイメージ

○ 2017年10月3日、群馬県は、橋梁やトンネルなどの大型構造物に限り設置していた「工事銘板」について、道
路改良工事や護岸工事などの小規模工事にまで対象を拡大することを発表。

○ 従来の会社名だけではなく、技術者名についても記載。例えば、県道では、工区ごとに設計者名、改良工事や
舗装工事、安全施設設置工事の各施工者名、各社の監理技術者や主任技術者名を明記。さらに、構造物
名のほか、長さや幅、道路区分、工期などの設計仕様も記載することで、維持管理にも活用。

○ 工事銘板は群馬県建設業協会（青柳剛会長）が設置拡充プロジェクトとして、技術者名の表示などを各方
面に求めてきたもの。構造物の建設に携わった技術者名を記載し、功績をたたえることで、技術者のやりがいと意
欲の向上を図るほか、次世代の若者が土木技術者を目指すきっかけになることも狙いとする。

工事関係者の銘板への記載（自治体の取組み）

群馬県
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技術者スピリッツ

関東地方整備局では、年間約1,200件の工事を行っています。私どもは、これまで工事の目的や出来上がった際の効果を中

心に広報してきました。建設工事は、いわゆる一品生産です。各現場では、品質が良く、地域の方に末永く使ってもらえるもの
を作るために、調査・設計の段階から多くの技術者が携わり、また工事現場でも技術者・技能者が一体となり、日々努力をして
います。世界に一つだけの工事に、多方面から携わる技術者に光をあて、紹介していきます。
「喜ばれるものを作る」奮闘する技術者の魅力が伝われば幸いです。

国土交通省 関東地方整備局 ホームページより

建設現場に従事する技術者の紹介
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建設現場に従事する技術者の紹介

国土交通省 関東地方整備局 ホームページより



活動内容活動内容

※TEC-FORCE（Technical Emergency Control FORCE）：緊急災害対策派遣隊
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【H27.9 関東・東北豪雨】
（茨城県常総市）

【H27.9 関東・東北豪雨】
（茨城県常総市）

【 H27.5 口永良部島の火山活動 】
（鹿児島県屋久島町）

【 H27.5 口永良部島の火山活動 】
（鹿児島県屋久島町）

【 H29.7 九州北部豪雨 】
（福岡県東峰村）

【 H29.7 九州北部豪雨 】
（福岡県東峰村）

【 H28.4 熊本地震 】
(熊本県庁)

【 H28.4 熊本地震 】
(熊本県庁)

市町村へのリエゾン派遣 被災状況の把握

Ku-SAT※による監視体制確保 自治体への技術的助言 排水ポンプ車による緊急排水 捜索活動への技術的助言

【 H26.9 御嶽山の噴火 】（長野県王滝村）【 H26.9 御嶽山の噴火 】（長野県王滝村）
※Ku-SAT：小型衛星画像伝送装置※Ku-SAT：小型衛星画像伝送装置

【 H27.9 関東・東北豪雨】
（宮城県栗原市）

【 H27.9 関東・東北豪雨】
（宮城県栗原市）

【 H28.4 熊本地震 】
（熊本県南阿蘇村）
【 H28.4 熊本地震 】
（熊本県南阿蘇村）

災害対策用ヘリコプター
「あおぞら号」

災害対策用ヘリコプター
「あおぞら号」

ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ（緊急災害対策派遣隊）の概要

○大規模自然災害への備えとして、迅速に地方公共団体等への支援が行えるよう、平成20年4月にTEC-FORCEを
創設し、本年４月で10年を迎えた

○TEC-FORCEは、大規模な自然災害等に際して、被災自治体が行う被災状況の迅速な把握、被害の拡大の防止、
被災地の早期復旧等に対する技術的な支援を円滑かつ迅速に実施

○本省災害対策本部長等の指揮命令のもと、全国の地方整備局等の職員が活動 （9,663名の職員を予め指名（H30.4.1現在） ）

○TEC-FORCEは「南海トラフ地震防災対策推進基本計画（H26.3中央防災会議）」 、「首都直下地震緊急対策推進基本
計画（H27.3閣議決定）」等に位置付けられている

ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥとはＴＥＣ－ＦＯＲＣＥとは

災害対策用ヘリコプターによる被災状況調査



TEC-FORCE隊員は全国の地方整備局を主体に指名しており災害の規模によっては全国から集結
※ほか、国土交通省本省、地方運輸局等、国土技術政策総合研究所、気象庁、国土地理院から構成されており、

専門性を活かした調査、技術指導等による自治体支援を実施

地方整備局等
（９，０４０名）

国土技術政策総合研究所
（１６９名）

本省（８９名）

ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ 登録隊員構成

※平成３０年４月現在 計９，６６３名
（国土地理院、気象庁は事前指名がないため、
グラフに含まれない。）

北海道開発局
９３１名

東北地方整備局
１，０７４名

沖縄総合事務局
４５名

関東地方整備局
１，５０３名

北陸地方整備局
６１９名

中部地方整備局
１，３９６名

近畿地方整備局
１，１４６名

四国地方整備局
４９２名

中国地方整備局
８６０名

九州地方整備局
９７４名

ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥの隊員数

地方運輸・航空局
（３６５名）
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○九州、東北、関東、北陸、中部、近畿、中国、四国地方整備局、国土地理院から派遣されたTEC-FORCE（7/5～8/16
のべ4,095人・日）が河川・道路等の被害状況調査、道路啓開など、２県１１市町村において活動。

○8月8日までに福岡県、大分県の河川、道路等の約1,800箇所で被害状況調査を実施。

○被災自治体へ復旧工法等を企画・提案、激甚災害指定の見込み公表の早期化に貢献。

○国道211号において4.5kmを道路啓開を実施。7月14日13時に道路啓開が完了、全線で緊急車両の通行を確保。

○東峰村内の県道52号について、福岡県からの要請を受け道路啓開を実施。国担当区間の道路啓開が8月8日に完了。

○二次災害防止に向け、土砂災害危険箇所の緊急点検等 約1,300箇所（21日現地調査完了）のうち約570箇所を支援。

自治体所管施設の被害状況調査

緊急車両の通行確保のための道路啓開

河川・道路の被害状況調査(東峰村) 被害状況を報告（東峰村長）

平成２９年７月九州北部豪雨への派遣

位 置 図

TEC-FORCE活動範囲

国道211号の道路啓開(東峰村)

ドローンによる被害状況調査

ドローンによる流木調査(朝倉市)

▼九州地方への派遣人数(のべ人数)

東北地整：168人・日関東地整：440人・日

四国地整：350人・日

中部地整：454人・日

近畿地整：398人・日

中国地整：161人・日

九州地整：1,824人・日国総研・土研等・国土
地理院：83人・日

のべ4,095人・日
(7/6～8/16)

北陸地整：173人・日
九州運輸： 44人・日

土砂災害の被害状況調査

斜面崩壊箇所の調査（日田市） 14



九州地方整備局の災害協力団体用ビブス

15



土木技術者の担い手確保に向けた取組み

（一社）日本建設業連合会

平成３０年１１月２０日



2

土木技術者の年齢構成実態調査

自社社員

27,444人

88%

派遣社員

3,886人

12%

土木技術者
【43社】
31,330人

・調査時期：平成30年2月
・調査対象：公共工事委員会社（４３社）

図1 自社社員と派遣社員の人数・割合

外勤者

17,767人

65%

内勤者

9,677人

35%

担当技術者

11,421人 42%

現場代理人

2,275人 8%

主任技術者

612人 2%

監理技術者

3,459人 13%

自社社員
【43社】

図２ 自社社員の内訳 図３ 土木技術者（自社社員）の年齢構成、外勤者比率等

注） ５年前の調査で調査対象となっている19社の集計により比較。
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□ 所長から若手職員まで、よいコミュニケーション
・現場所長が自ら若手職員とコミュニケーションをとる ・引き継ぎノートの活用により、職場内コミュニケーションアップ

・毎日のミーティングで業務についての問題点や悩みを聞き指導

□ 仕事を任せ、自分で考えさせる（やりがい・モチベーションアップ）
・失敗を恐れず仕事を任せ、各段階でフォロー、モチベーションアップ ・常に自分の責任、自分の考えで工事を進める覚悟を植え付ける

□ 効果的なOJT
・OBのベテラン技術者と若手職員をペアリングしてOJT ・無理のない業務分担（「利益を削る」ことで職員の負担を軽減）

・様々な工種の現場を比較的短期間で異動して多くの工種を経験

若手技術者の育成のあり方

≪論点２≫今後、新技術の導入や施工のＩＣＴ化による「生
産性向上」と「働き方改革」などの流れの中で、監理技術者
等の土木現場のマネージャーに求められる資質とはどのよう
なものか。またどのように対応すべきか。

≪論点１≫現在の入社10年以下の若手技術者の能力
は、10年前の同世代の技術者と比べて技術の伝承がス
ムーズに行われていないことにより、将来の監理技術者
としての現場力が不足していると感じるが、上手く育成で
きている現場ではどのような取組みがなされているか。

■10年先を見据えた、若手技術者(35歳位まで)の育成のあり方について、若手育成に成果を上げている現場所長の主な意見

新しい技術の活用を含めた、トータルマネジメント能力
そのための
・コミュニケーション能力

・仕事を任せ、自分で考えさせる（やりがい・モチベーションアップ）

・従来と同様に現場でのOJTを通じた現場力の会得

新しい技術の活用を含めた、トータルマネジメント能力
そのための
・コミュニケーション能力

・仕事を任せ、自分で考えさせる（やりがい・モチベーションアップ）

・従来と同様に現場でのOJTを通じた現場力の会得

３
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出前講座の開設

■土木工学系の大学生、１８大学（関東甲信越地区）を対象に、建設業界の実状とともに、シビルエンジニアの仕事、

ゼネコンの魅力を伝える「出前講座」を実施。

■出前講座は、平成２５年度から継続実施しており、今年で６年目を迎える。土木工事技術委員会部会委員が１大学

２～３名体制で分担し、プレゼンテーションによる説明、その後、私共の経験や業務の現状の紹介を行い、学生との

意見交換も実施している。

■主な目的としては、シビルエンジニアを目指して入学した学生に、その仕事を正しく理解し、将来に亘って、
“この仕事、この会社で働いて、間違いはなかった、よかった”と感じられるよう、その人に相応しい仕事に就いていた

だくお手伝いを行うことである。

≪出前講座 昨年度の実績≫

聴講者数 1,155名(内、女性145名)
東洋大学 理工学部

東京都市大学 工学部

群馬大学 理工学部

日本大学 理工学部

千葉工業大学 工学部

埼玉大学 工学部

芝浦工業大学 工学部

東海大学 工学部

横浜国立大学 理工学部

長岡技術科学大学 環境社会基盤工学課程

法政大学 工学部

ものつくり大学 建設学科

足利工業大学 工学部

東京理科大学 理工学部

東京農業大学 地域環境科学部

関東学院大学 理工学部

日本大学 生産工学部

東京農工大学 農学部
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現場見学会の開催

○女性活躍推進に向けて、平成27年から「けんせつ小町活躍現場見学会」

をスタート。

・建設業を目指す女性の裾野を広げるため、進路選択前の

女子小中学生および保護者に建設業の魅力を伝えるため、

女子小中学生とその保護者を対象に実施

・同見学会では、工事概要説明、現場見学、見学後の質疑応答のほか、

けんせつ小町をはじめ職人と一緒に、鉄筋の結束やコンクリートづ

くり、塗装、測量など、現場作業の「お仕事体験」も実施。

■一般市民をはじめオピニオンリーダー、学生、マスコミ等、多くの方々を対象に、市民現場見学会を開催。

平成14年11月から「１００万人の市民現場見学会」としてスタートしており、延べ参加者は、平成17年11月に100万人、

22年11月に200万人、29年11月に300万人を達成。

○土木系の学生を中心に、平成25年から「発注者と連携した現場見学会」

をスタート。

・国土交通省地方整備局、高速道路会社、地方自治体等の

公共発注機関と日建連の共催により公共土木工事現場にて

実施。

・土木系の大学、工業高校、工業高等専門学校の学生など、

就職を意識し始めた若い世代に向けた働きかけの場となっている。

２本柱による
見学会
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建設技術展等への出展【各支部における活動】

■各支部では国土交通省地方整備局等と連携して、建設技術展など各種の出展を通じて、技術者をはじめと

する担い手の確保に努めている。その一例として、関東支部では、関東地方整備局関東技術事務所構内に

ある「建設技術展示館」に関東支部が出展。

○「建設技術展示館」（国土交通省関東地方整備局関東技術事務所構内）

・平成11年度から関東技術事務所内に常設で開設されており、官公庁や民間企業の建設技術者から、市民、学生まで

を対象として、建設技術の基礎知識から新技術まで習得できるよう展示。

・現在、建設業界の「担い手確保」と「生産性向上（i-construction）への取組みについて４８者が展示。



建設現場で働く⼈々の誇り・魅⼒・やりがい検討委員会
提出資料

平成30年11⽉20⽇

⼀般社団法⼈ 全国建設業協会



○平成30年7月豪雨災害により西日本地域を中心に各地で土砂災害、河川の氾濫による浸水被害が発生。

○各都道府県建設業協会の会員企業（地元建設企業）は、公共機関との災害協定に基づき、土石流により道路や河川内、
家屋内に流出した土砂・がれきの撤去および運搬、災害地域への進入路整備、土留め応急対応、ポンプ車・散水車の出
動等の災害復旧支援活動を実施した。

○また、各地方整備局等からの要請を受け、被災地以外から作業員や資機材（土のう袋、大型土のう袋詰機、ポンプ車、照
明車等）の広域支援を実施した。

（資料提供：⼀般社団法⼈ 岡⼭県建設業協会 ⼀般社団法⼈ 広島県建設⼯業協会 ⼀般社団法⼈ 愛媛県建設業協会）

安佐南区八木地区

安佐北区可部地区

安佐南区八木地区安佐北区可部地区 安佐北区可部地区

災害対応状況 〜平成30年7⽉豪⾬災害

1

岡山県建設業協会による災害対応出動実績

対応期間
平成30年7月6日～9月25日
※災害復旧支援活動は継続中

会員企業 （実数） ７２社

出動作業人員 （延べ） ２４，０００名

出動機械等台数（延べ） １３，０００台

広島県建設工業協会による災害対応出動実績

対応期間
平成30年7月6日～8月31日
※災害復旧支援活動は継続中

会員企業 （実数） ７２社

出動作業人員 （延べ） ２０，２００名

出動機械等台数（延べ） １２，２７５台

愛媛県建設業協会による災害対応出動実績
※集計作業終了分のみ掲載

対応期間
平成30年7月6日～8月31日
※災害復旧支援活動は継続中

会員企業 （実数） ２１９社

出動作業人員 （延べ） １，５７４名

出動機械等台数（延べ） ９２０台



○平成30年9月に北海道胆振東部を中心に震度７の地震災害が発生。

○北海道建設業協会の会員企業（地元建設企業）は、公共機関との災害協定に基づき、土砂・がれきの撤去および運搬、災
害地域への進入路整備、給水車の出動等の災害復旧支援活動を実施した。

○また、各地方整備局等からの要請を受け、被災地以外から照明車及び重機オペレーター派遣の広域支援を実施した。

（資料提供：⼀般社団法⼈ 室蘭建設業協会）

安佐南区八木地区

安佐北区可部地区

安佐南区八木地区安佐北区可部地区 安佐北区可部地区

災害対応状況 〜北海道胆振東部地震災害（平成30年9⽉）

2

室蘭建設業協会による災害対応出動実績

対応期間
平成30年９月6日～１０月３０日
※災害復旧支援活動は継続中

会員企業 （実数） ４１社

出動機械等台数（延べ） ２，０６６台



統⼀ベストの提供

○全建では、災害対応など地域における建設業協会の活動を広くＰＲするため、各都道府県協会に「統一ベスト」を提供

（４５，０００着）しております。

3



地域建設業のまちづくり等の取組 〜建設業社会貢献活動

「菊で⼀杯運動」
【⽬的】
・協会や公共施設、会員が施⼯中の建設現場、近隣の家や商店
などに厳しい冬を迎える前に、⽟菊の花を飾り、⼀時の安ら
ぎの時間を⼤勢の⼈のためにつくること。

・皆で⼀⽣懸命つくった⽟菊で花⾒をし、⼀杯を交わし、⻘年
部（H30からは協会員全員）の交流と親睦を深めること。

・こうした取組を通して、地域住⺠の皆さまに、建設業に対す
る理解を 深めていただくこと。

【活動内容】
・⽟菊づくりは、H25から⽀部活動として開始。⽀部協会のと
なりの800㎡の耕地放棄地を借りて、もともと⽟菊を育てて
いた⽀部⻑⾃らノウハウを伝授し、全員で、取引先や地域の
⼈から助けを得ながら、建設魂で⼀致団結して取り組む。

・出来上がった⽟菊は、県下の学校や駅、地元の商店、役場、
公共施設などに配り、公共施設に配った数は、35ヶ所303鉢。

・活動は好評で、取組が新聞に掲載され、警察署からも感謝状
が贈呈された。

【成果】
・会員のふれあいと団結。⽬的達成のために、⼀致団結する⼤
切さ。コミュニケーション。作業のあとの「⼀杯」！

・地域住⺠の皆さまからの感謝や喜びの声。参加してくれた⼈
から、建設業への思いも⽿に。建設業への理解促進！

（⻑野県建設業協会 南佐久⽀部）

（資料提供：⼀般社団法⼈ ⻑野県建設業協会 南佐久⽀部） 4



地域建設業のまちづくり等の取組 〜建設業社会貢献活動

「⼤・仙・郷からの魅⼒発信『毎⽇が誇りまみれ』であるために」
【きっかけ】
・数年前のある会員企業からの⼀⾔。
「新卒者を採⽤したいから就職説明会に参加する。会社のパンフレットはある
が、建設業界そのものをPRするパンフレットは協会で作っていないのか？」

【事業】
・秋⽥県『建設業担い⼿確保育成⽀援事業』の⼀つである「建設業魅⼒発信事
業」に応募。（平成27年度）

・協会⻘年部が、地⽅協会で特に活発な広報活動を展開している群⾺県・宮城
県・東京都の各建設業協会へ企画・構成等を学ぶために視察し、各建設業協
会の広報周知活動、成果品を参考に、地元の⾼校⽣向けに地域の建設業をわ
かりやすく紹介したガイドブック・ポスター・リーフレットの3点を製作す
ることに決定。

【⽬的（想い）】
➀ 建設業に興味を持ってもらう ➁ 地域に⼈を残す

【活動内容】
・テーマである「毎⽇が誇りまみれ。」のキャッチフレーズと図柄を商標登録。
・平成28年度には第2弾として「俺たちの仕事が道になる。」を製作。
・平成29年度は3年⽬の集⼤成としてオリジナル⼤学ノートと専⽤HPを⽴ち上
げ。（⼤学ノートに専⽤HPに誘導するようQRコードを掲載）

【今後】
・平成30年11⽉に協会⼥性部会『ＨＡＮＡＭＡＲＵ』を発⾜。⼥性活躍⽬線で
の魅⼒発信や業界団体としての企業説明会への参加、新たなプロモーション
動画作成。

・⼊職後5年以内の若年者向けフォローアップ研修の開催。
（秋⽥県仙北建設業協会）

※管轄地域は、⼤仙市・仙北市・美郷町

（資料提供：⼀般社団法⼈ 秋⽥県仙北建設業協会）
5



地域建設業のまちづくり等の取組 〜建設業社会貢献活動

「キャンプ場の再⽣による地域活性化」
【きっかけ】
・掛川市の最北端にある明ヶ島キャンプ場は、過疎化や平成25
年の台⾵被害で経営が困難となり、平成26年に閉鎖。⼿付か
ずのまま放置され、不法侵⼊者や不法投棄も増えるなど、地
域にとって悩ましい場所となっていた。

・このキャンプ場を何とかしたい、⾃分たちが⽣まれ育った地
域の良さや⾃然の⼤切さを⼈々に伝えたいという思いから、
地元建設会社が再整備と管理運営を引き受けた。

【活動内容】
・平成27年に掛川市及び地権者と無償貸与による管理⼈契約を
締結、敷地内と周辺道路の除草、伐採及びゴミ処分に着⼿。
吊り橋、コテージ、トイレの⽼朽化部分を修繕し、管理棟に
ついては内装を全⾯改修した。

・アウトドアの専⾨家の協⼒を得て、キャンプ場の運営⽅針を
検討し、「ＳＴＵＤＹ ＴＯ ＢＥ ＱＵＩＥＴ 穏やかな
る事を学ぶ」をテーマに設定し、再整備に取り掛かる。

・平成28年に掛川産の間伐材を⽤いたウッドデッキサイト２か
所の増設、ドッグランの整備など、利⽤者がゆったりと時間
を過ごせる空間を整備した。

【成果】
・平成29年4⽉に正式オープンし、新聞やテレビ、アウトドア
雑誌で取り上げられたこともあって、5⽉の⼤型連休は県内外
からの予約でキャンセル待ちの状態となった。

・また、従業員が頻繁に出⼊りするため、不法侵⼊者や不法投
棄もなくなり、地域の活性化に繋がった。

（株式会社 ⼭⽥）

（資料提供：株式会社⼭⽥） 6

（整備前） （整備後）

（ウッドデッキの設置）

（整備前） （整備後）



建設現場で働く人々の
誇り・魅力・やりがい検討委員会

平成30年11月20日 於 霞が関合同庁舎3号館（国土交通省）



行動指針～(一社)群馬県建設業協会

「やりがい」「報い」「見通し」をキーワードとする行動指針の流れ／2016年度・2017年度・2018年度

（P.1)

【行動指針2016】「入ってみたい建設業」から
「入ってよかった建設業」へ

「やりがい」…人材確保・育成の取組み
「報い」 …生産性向上への取組み
「見通し」 …限界工事量を意識した取組み

【行動指針2017】ワクワクする建設業
「やりがい」…銘板設置拡充活動の展開
「報い」 …働き方改革に的を絞った調査提言活動
「見通し」 …受発注者間での「限界工事量の理念」

の共有促進

【行動指針2018】３アップ活動の展開
「やりがい」…環境すみずみパトロールのステップ

アップ
「報い」 …技術者のスキルアップ
「見通し」 …地域を守る建設業の事業量アップ



銘板設置拡充プロジェクト～(一社)群馬県建設業協会（H29）

平成29年10月現在の群馬県の建設業の有効求人倍率は4.83倍、その次に高いのが介護関係で3.43倍と運輸業
界の2.71倍が続く。県全体で1.61倍だから3倍もの求人倍率になっている。仕事を探している人に対して何人分
の求人があるかを表す数字だが、この数字に対して様々な読み取り方が出来る。

人手不足業種の代表格ともいわれる建設業、素直に「景気回復と人手不足」と読み取ればいいのだろうが、
本紙の6月29日1面「求人倍率高止まり～深刻なのは求職者数激減」の記事の指摘を業界として正面から受け止
める必要もありそうだ。求人倍率よりも求職者が激減している事実は重い。「建設躯体工事」職種の求職者の
落ち込みようを例に挙げているが、出来るところから総動員、業界全体で魅力度アップ・求職者増加などの取
り組みに本気度を出すことが求められている。

業界の魅力度を支えるのには、処遇改善はもちろん、モノづくりへと向かう働く人たちの「やりがい」を
しっかりと前面に押し出していくことだ。しかも分かりやすくなければならない。「やりがい」が多ければ多
いほど魅力ある職場ということになるだろうが、形にすることが出来れば効果は倍増する。技術職員の立場で
どういったときに「やりがい」を感じるか、どう「やりがい」を持ち続けるか、新年度早々4月の現場パトロー
ルでのやり取りが参考になる。「あの擁壁の隅に銘板が。銘板の中に名前が刻まれています。今までで2つ、も
う1つは国道のボックスカルバートの工事ですが、子供に見せに行きました。あといくつ付けられるかですが、
後輩のH君はまだひとつもない。今やっている工事も河川工事だから無理だそうです」と説明する土木の技術職
員、これこそ技術者としての「形になったやりがい」そのもののことを言っている。

重要構造物に限定された銘板に技術者がそんな思い入れがあったことに驚かされる。今では将来の維持補修
の履歴のために施工会社名と一緒になった銘板が付いている。これからは、もう少し拡げて「品質の向上」と
「やりがいの向上」を加えた銘板にすれば違った形の銘板になりそうだ。立ち上げたのは、「銘板設置拡充プ
ロジェクト」。早速アンケート調査にとりかかかった。調査結果のデータが新たな形の銘板設置のための推進
力になる。今回の調査は、ひとりでも多くの技術者の意見が反映されなければならない。技術者に直接のアン
ケート調査は初めてだったが、会員企業から1,091人もの技術者が回答した。それだけ取り組みやすいテーマと
いえる。「技術者の責任感が増し、もっといいモノをつくろうという意欲につながる」が662人、「やりがいの
向上」が489人などと技術者名の入った銘板の拡充を求める意見が大勢だった。

10月3日、群馬県では「銘板設置拡充プロジェクト」に呼応して具体的な形を発表した。かなり幅広く、小規
模の工事にまで技術者名の入った銘板を設置することになった。12月には、設計仕様や携わった会社名に技術
者名が記載された銘板が県道の道路改良工事の完成とともに設置された。国土交通省関東地方整備局も地域イ
ンフラサポートプラン2017に記載された。
「元請、下請けを問わず業界全体で出来るところから始めることです。人材確保育成どころか誰も来なけれ

ばどうしようもない」と意見交換会の席上で最近の深刻な雇用情勢を語っていたのは利根沼田テクノアカデ
ミーの桑原俊彦校長、全国を飛び廻って感じた危機感が言わせている。どんな仕事にも「やりがい」はある。
そんな中にもモノづくりとしての建設業、他の産業にはない「形としてのやりがい」がある。求職者を増やそ
うとする業界の本気度、「やりがい」をどれだけ掘り起こせるかにかかっている。

「やりがい」を掘り起こす本気度／H29.12.21 日刊建設工業新聞 特別寄稿
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今までの銘板は、将来のメンテナンスを目的として限
定して設置されていたが、「より良いものづくり」や
「やりがい向上」につながるための技術者名を記した
銘板設置拡充への期待が大きい。

調査日：平成29年5月26日～6月7日 調査対象：会員企業の土木技術者および建築技術者
回答数：1,091名（土木技術者838名、建築技術者236名、その他17名）

① 技術者の責任感が増し、もっといいものを作ろうという
意欲につながる 662 人

② 現場のモチベーション、やりがいの向上につながる 489 人

③ 技術者の責任が明確になり、建設業への信頼度が⾼まる 488 人

④ 構造物等に⾃分の名前が残ることがうれしい 471 人

⑤ 家族に誇れる・⾃分の仕事を理解してもらえる 412 人

⑥ 技術者同⼠の切磋琢磨により、技術⼒の向上につながる 316 人

⑦ 次代を担う若い職員の励みになる 294 人

⑧ 県⺠の建設業、構造物等への関⼼が⾼まる 248 人

⑨ ⼊職が期待される建設系⾼校⽣、若者等に将来の姿を
具体的に⽰せる 219 人

⑩ 表彰状をもらうより銘板設置の⽅がうれしい 130 人

⑪ その他
66 人

問１：技術者としてどのようなメリットが考えられますか（５つまで選択） 問２：どのような問題点が残ると思いますか（２つまで選択）

① 銘板の⾒やすい場所への設置等、⾒せ⽅の⼯夫が重要 564 人

② その分のコスト増、設置の⼿間が⼼配 385 人

③ 銘板サイズ・仕様を検討する必要性がある 370 人

④ 銘板の存在を県⺠にPRしていくことが必要 319 人

⑤ 特になし 111 人

⑥ その他

50 人

□竣工年月日から年代歴史を知ることができる
□人生の足跡、記念になる
□技術者として生きてきた証が残るのがうれしい …etc

□劣化や剥離防止等の管理が心配
□内容を簡素にし、大きな文字で道路歩道から（可能な限り）見える所に設置して欲しい
□盗難対策が必要
□橋梁下部など埋まってしまう工事はどうするか
□施主および設計的（デザイン的）に理解が得られるか心配
□仕上りが悪かった場合、名前が残ることに抵抗がある …etc

銘板設置拡充プロジェクト

担当技術者名の拡充 設置構造物の拡充 発注者･事業者の拡充
【Ｈ29.10.4 日刊建設工業新聞】

銘板設置拡充プロジェクトに関するアンケート調査結果より

銘板設置拡充プロジェクト～(一社)群馬県建設業協会（H29）
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災害情報のTwitter発信

「ぐんケン見張るくん」の反響が「やりがい」へ ～群馬県建設業協会Twitter

平成30年1月4日発生 国道120号線雪崩災害 大雨や台風による各地の災害情報

■フォロワー数 3,737人（H30.11.12 現在）
■反響の大きい投稿では１件で1万人以上が閲覧（H28.1月 大雪時）
■前橋市と高崎市の公式ツイッターと連動
■協会Twitterも市町村の公式Twitterに有用な情報をリツイート
■「ちずツイ」などの利用で、マッピングされた情報としても閲覧可能

確度の高い災害情報をSNSで発信、
「地域の建設業の役割」をより確実に！

「ぐんケン見張るくん」運用状況

【「ちずツイ」によるTwitter表示】
※「ちずツイ」は㈱NAPZAKによる

無料のwebサイト

協会Twitterへの反響
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プロジェクトの目的

自信と誇りを着る～全建協連ユニフォームデザインプロジェクト（H29）

誰もが着たくなるユニフォームで、業界イメージを刷新！
■作業着で工事現場をカッコよくプロデュース
■作業着でも電車に乗れる・街を歩ける
■ファッションから建設業への理解促進
■企業のイメージアップ
■社員のモチベーションアップ
■工事現場での視認性向上
■リクルートの有効なツール

ファッションを学ぶ学生達によってデザイン
された作業着はこれまでの一般的な作業着と
違い、カラフルで斬新。作業着、ユニフォー
ムが新たなスタイルとなり、関心が向くこと
で、建設業界のイメージアップ
や人材不足の解消にもつながる。

東京モード学園とのタッグ
全建協連が掲げたプロジェクトの目
的と、東京モード学園が取り組む
テーマ「産業界との連携」のマッチ
ングにより、授業の一環としてデザ
インに取組むことが決定。
最終的には497点（メンズ部門250点
／レディース部門247点）の作品が提
出された。 【Ｈ29.7.10 オリエンテーション】

東京モード学園

最終審査（H29.11.24）と発表会（H30.2.15）

【Ｈ30.1.1 日刊建設工業新聞記事より】

一次審査を通過した12作品（メンズ部門6作品／レディース部門6
作品）によるプレゼンテーションと最終審査が平成29年11月に行
われ、各部門において最優秀賞1作品、優秀賞2作品が選ばれた。
平成30年2月の発表会・デモンストレーションでは、試作品を着た
モデル（モード学園の学生）がランウェイを歩き、会場を大いに
盛り上げた。

【Ｈ30.2.15 受賞作品のユニフォームを着用した学生モデル】【発表会・デモンストレーションポスター】

NEXT・ユニフォームデザインプロジェクト

NHK総合「ニュース シブ5時」／H30.6.8 放送

群馬県建設業協会 環境すみずみパトロール隊

【変わる作業着！／シブ5時】

群馬県建設業協会・女性環境すみずみパトロール隊（ＧＫＧ／ぐん
ケンガール）のユニフォームに採用。今年度から着用が開始され、
100人規模の隊員が揃いのユニフォームで現場をパトロールした。

【H30.10.16 安中支部】

建設産業女性活躍セミナー全国大会／H30.3.1

国土交通省主催の会議で着用

青木建設流通政策審議官も
着用して会議に参加

【H30.10.17 石井大臣群馬視察】【H30.10.25渋川土木事務所長表彰】



デザインテーマ：「工事中と人々を結ぶ装置」

ＫＯＪＩＣＨＵプロジェクト～全建協連 仮囲いデザインアイデアコンテスト(H29)

■大学院生、大学生、専門学校生、高専生、高校生が対象

■3人以上のグループで応募（各グループには指導教員が必要）

■審査委員長…古谷誠章／日本建築学会会長・早稲田大学理工学術員教授

審査委員 …宮崎桂／㈱ＫＭＤ代表取締役・日本サインデザイン協会会長

…大西麻貴／o+h共同主宰・横浜国立大学客員准教授

…五道仁実／国土交通省大臣官房技術審議官

…北村知久／国土交通省大臣官房建設流通政策審議官

…佐々木基／(一財)建設業振興基金理事長

…藏谷伸一／全国建設業協同組合連合会副会長

■対象工事現場：桜美林大学 本町田キャンパス新築工事（2020年度開校予定）

建築設計・デザイン分野の学生たちと一緒になって工事現場について考える

プロジェクトの概要

とかく工事中の建物は仮囲いに囲まれ、足場や養生シートに覆われて中の様子を伺い知
ることができません。でも昔は住宅街の中でも新築中の家の現場では大工さんの働く様
子がよく見えて、子どもたちは時々大工さんにかんな屑や材木の切れ端なんかもらった
りして、家が建ち上がるのを見るのがとても楽しみでした。

もう一度そんな工事現場がつくれないでしようか ？ それが今回の課題です。

パリやウィーンの現場では現場内の常設の見学コースや展望台、また計画中の建物の外
壁をかたどった実際の敷地での展示など、様々な魅力的な「工事中」に出会ったことが
あります。

工事中の現場を包み隠すのではなく、日々建ち上がる建築の楽しさや力強さ、美しさを
伝えるものにできないでしょうか。
そこに働く人たちにとってはそれが晴れ舞台となり、それを見守る人々にとっては建築
が刻々と変化し築かれて行く様を観賞する観覧席となるようなアイディアを募ります。

グラフィックなどの単なる仮囲いのデザインを超えて、「工事中」と「人々」を結びつ
ける「装置」のデザインを期待しています。（審査委員長・古谷誠章）

【ＫＯＪＩＣＨＵプロジェクトポスター】【対象工事現場パース／鹿島建設㈱より】 【H30.10月現在の対象工事現場の状況】
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建専連の人材確保育成に向けた取組 
  

 

（一社）建設産業専門団体連合会 
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平成30年11月 



１ ２ 

○正会員３３団体

役　　職 氏　　名

(一社)カーテンウォール・防火開口部協会 カ・防協 会　　長 山下　清胤 105-0002 東京都港区愛宕１－３－４　愛宕東洋ビル７階 03-6459-0730

消防施設工事協会 消施工協 会　　長 橋爪 　　毅 102-0074 東京都千代田区九段南３－５－６　スマイルビル２Ｆ 03-3288-0352

全国圧接業協同組合連合会 全圧連 会　　長 大場  毅夫 111-0053 東京都台東区浅草橋3丁目1番1号 ＴＪビル7F 03-5821-3966

全国管工事業協同組合連合会 全管連 会　　長 大澤　規郎 170-0005 東京都豊島区南大塚２- ３９- ７　ヤマモト大塚ビル４F 03-5981-8957

（一社）全国基礎工事業団体連合会 全基連 会　　長 梅田     巖 132-0035 東京都江戸川区平井５－１０－１２　アイケイビル４F 03-3612-6611

（一社）全国クレーン建設業協会 全ク協 会    長 柴﨑　祐一 104-0028 東京都中央区八重洲２－７－９　相模ビル４F 03-3281-5003

(一社)全国建設室内工事業協会 全室協 会　　長 𠮷田　茂穗 103-0013 東京都中央区日本橋人形町１－５－１０　神田ビル４F 03-3666-4482

(一社)全国コンクリート圧送事業団体連合会 全圧連 会　　長  長谷川　員典 101-0041 東京都千代田区神田須田町１－１３－５　藤野ビル７F 03-3254-0731

（一社）全国タイル業協会 全タ協 会　　長 玉置　雅一 461-0002 愛知県名古屋市東区代官町３９－１８　陶磁器ｾﾝﾀｰﾋﾞﾙ２F 052-935-7941

(公社)全国鉄筋工事業協会 全鉄筋 会　　長 岩田　正吾 101-0046 東京都千代田区神田多町２－９－６　田中ビル４F 03-5577-5959

(一社)全国道路標識・標示業協会 全標協 会　　長 清水　修一 102-0083 東京都千代田区麹町３－５－１９　にしかわビル３F 03-3262-0836

（一社）全国防水工事業協会 全防協 会　　長 髙山　 宏 101-0047 東京都千代田区内神田３－３－４　全農薬ビル６F 03-5298-3793

全国マスチック事業協同組合連合会 ﾏｽﾁｯｸ協連 会　　長 鈴木　浩之 150-0032 東京都渋谷区鶯谷町１９－２２　塗装会館 03-3496-3861

ダイヤモンド工事業協同組合 ＤＣＡ 理 事 長 山下　哲男 108-0014 東京都港区芝５－１３－１６　三田文銭堂ビル２階 03-3454-6990

（一社）日本アンカー協会 ｱﾝｶｰ協会 会　　長 中原　  巖 101-0061 東京都千代田区三崎町２－９－１２　弥栄ビル５F 03-5214-1168

(一社）日本ウレタン断熱協会 ウレ断協 会　　長 丸山　和久 103-0013 東京都中央区日本橋人形町１－１０－６　日本橋SDビル 03-3667-1075

日本外壁仕上業協同組合連合会 ＮＧＳ 会　　長 野口　陽一 151-0053 東京都渋谷区代々木２－５－１　羽田ビル５０２ 03-3379-4338

(一社)日本機械土工協会 日機協 会　　長 向井　敏雄 110-0015 東京都台東区東上野５－１－８　上野富士ビル９F 03-3845-2727

(一社)日本基礎建設協会 基礎協 会　　長 脇　　雅史 104-0032 東京都中央区八丁堀４－１４－７　ファイブビル八丁堀７０５ 03-3551-7018

日本金属工事業協同組合 日金協 理 事 長 有明　利昭 110-0016 東京都台東区台東１－１４－１１　藤野ビル３０１ 03-3831-2981

日本建設インテリア事業協同組合連合会 ジェイシフ 会　　長 岩野　　彰 102-0083 東京都千代田区麹町３－５　柳田ビル４F 03-3239-6551

(一社)日本建設躯体工事業団体連合会 日本躯体 常任理事 才賀　清二郎 173-0025 東京都板橋区熊野町３４－７　東京躯体会館２F 03-3972-7221

(一社)日本型枠工事業協会 日本型枠 会　　長 三野輪　賢二 105-0004 東京都港区新橋６－２０－１１　新橋ＩＫビル１F 03-6435-6208

(一社)日本建築板金協会 日板協 会　　長 石本　惣治 108-0073 東京都港区三田１－３－３７　板金会館内 03-3453-7698

(一社)日本左官業組合連合会 日左連 会　　長 長谷川　哲義 162-0841 東京都新宿区払方町２５－３ 03-3269-0560

日本室内装飾事業協同組合連合会 日装連 理 事 長 小坂田　達朗 105-0003 東京都港区西新橋３－６－２　西新橋企画ビル８Ｆ 03-3431-2775

(一社)日本シヤッター・ドア協会 ＪＳＤＡ 会　　長 長野　敏文 102-0073 東京都千代田区九段北３－２－５　九段北３２５ﾋﾞﾙ８F 03-3288-1281

(一社)日本造園組合連合会 造園連 理 事 長 荻原　博行 101-0052 東京都千代田区神田小川町３－３－２　マツシタビル７F 03-3293-7577

(一社)日本造園建設業協会 日造協 会　　長 和田　新也 113-0033 東京都文京区本郷３－１５－２　本郷二村ビル4階 03-5684-0011

（一社）日本タイル煉瓦工事工業会 日タ煉 会　　長 矢部　晴也 162-0843 東京都新宿区市谷田町２－２９　こくほ２１ ５Ｆ 03-3260-9023

(一社)日本塗装工業会 日塗装 会　　長 北原　　正 150-0032 東京都渋谷区鶯谷町１９－２２　塗装会館３F 03-3770-9901

（一社）日本鳶工業連合会 日鳶連 会　　長 清水　　武 105-0011 東京都港区芝公園３－５－２０　日鳶連会館 03-3434-8805

（一社）プレストレスト・コンクリート工事業協会 ＰＣ工協 会　　長 小瀬谷　末義 162-0821 東京都新宿区津久戸町４－６　第3都ビル8F 03-3260-2545

○特別会員２団体

役　　職 氏　　名

(一社)日本空調衛生工事業協会 日空衛 会　　長 長谷川　勉 104-0041 東京都中央区新富２－２－７　空衛会館３F 03-3553-6431

(一社)日本計装工業会 日計装 会　　長 生駒　昌夫 105-0001 東京都港区虎ノ門２-８-１　虎の門電気ビル5F 03-3580-8921

○賛助会員３団体

役　　職 氏　　名

(一社)建設コンサルタンツ協会 建コン協 会　　長 村田　和夫 102-0075 東京都千代田区三番町１番地　ＫＹ三番町ビル７Ｆ・８Ｆ 03-3239-7992

（一社）プレストレスト・コンクリート建設業協会 ＰＣ建協 会　　長 藤井　敏道 162-0821 東京都新宿区津久戸町４－６　第３都ビル 03-3260-2535

(一社)日本電設工業協会 電設協 会　　長 後藤　　清 107-8381 東京都港区元赤坂１－７－８　東京電業会館４F 03-5413-2161

(一社)建設産業専門団体連合会事務局 建専連 会　　長 才賀　清二郎 105-0001 東京都港区虎ノ門４－２－１２　虎ノ門４丁目ＭＴビル２号館３Ｆ 03-5425-6805

所　　　　　　在　　　　　　地 電話番号

団　　　　　体　　　　　名 略　称 郵便番号 所　　　　　　在　　　　　　地 電話番号

(一社）建設産業専門団体連合会  会員名簿

電話番号団　　　　　体　　　　　名 略　称 郵便番号 所　　　　　　在　　　　　　地

平成30年10月現在

団　　　　　体　　　　　名 略　称 郵便番号



建専連の取組について 
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１．（一社）建設産業専門団体連合会(建専連) 

○概要 

 専門工事業、設備工事業、建設関連業団体で構成 
  する社団法人として平成14年6月27日に発足。 

 →平成25年4月1日に一般社団法人の認可。 
 

○会員 

 正 会 員   3３団体 ～ 企業数約5.5万社 

 特別会員    2団体 

 賛助会員  ３団体 

 

           POWER OF EXPERT  ～ KENSENREN   
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２．建専連の活動方針 

          POWER OF EXPERT  ～ KENSENREN   

           

１．適正価格、適正工期で受・発注し、現場で働くすべての就労者が社会保険に 
  加入し、安全経費を確保し、安心して働ける環境整備を図る。そのためには、 
  技能労働者の直用化、月給制などの取り組みを進める 

１．適正利潤を確保し、技能や経験に見合った給与の引上げを行い、技能労働者 
  の処遇改善に努め、健全な企業体質にする 

１．安値受注を繰り返し、指値をしてくる企業とは契約を行わない 

１．登録基幹技能者・技能労働者の技能の見える化に合わせ、建設キャリアアッ 
  プシステムの加入促進に努め、専門工事企業が適正に評価される体制整備を 
  図る 
１．働き方改革における週休二日制の積極的な取り組み・若手技能労働者の確保・ 
  育成と技能・技術の伝承ができる企業体制を確立する 

第17回総会決議（H30年5月） 
           

  建設業の現状は、建設投資の大幅な減少から、過当競争を繰り返し、安値受注による企業経営の圧迫から、人材確保・
育成を行う余裕がなく、賃金の低下、若年者の入職減少など、技能・技術の伝承も困難。魅力の無い産業になっている。 
 このままでは建設産業そのものが衰退し、今後増大するインフラ維持、安全安心な国土形成を担う者が居なくなるとの
危機感から、公共工事設計労務単価の大幅な引き上げ、社会保険未加入企業の建設業許可・更新を行わない、働き方改革
による週休二日制の推進、技能労働者の評価・専門工事企業の評価等について、国及び民間、総合工事業、専門工事業、
労働者挙げての取組みが動き出した。 
 この機会に、将来を担う若者が希望を持って入職できる環境整備、健全な建設産業を目指し、全会員一致して以下の取
組みを行うことを決議する。 

（第17回総会決議） 

４ 



３．健全な建設産業・担い手確保・育成に向けた取組 

          POWER OF EXPERT  ～ KENSENREN   

           

・従来、縁故、保護観察者、予備自衛官等、各企業単位で若者の入職促進に向けた取組 
・建設業が総合工事業だけではなく、職別に建設企業があることの不知 

(1) 広報活動 
 ホームページを活用した広報活動の展開    

課題 

効果 

・文部科学省や工業高校校長会へ接触 
・いわれなき公共事業・建設業批判に対する理解 

～組織的に取り組めないか検討 

建専連ホームページのトップ画面 専門工事業の職種紹介、社会貢献活
動等を紹介 「職人さんミュージアム」 

会員団体の活動内容等を紹介 
「専門工事業Ｎａｖｉ」 

５ 

（一財）建設業振興基金助成事業 



３．健全な建設産業・担い手確保・育成に向けた取組 
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8のテーマによる専門工事業者の取組を紹介 
 ①災害時の復旧  ②治安・安全・防災  ③環境保護・保全 
 ④子どもの健全育成・学校支援  ⑤まちづくり、経済（地場産業、商店街など） 
 ⑥保健・医療・福祉  ⑦文化、芸術、スポーツ振興  ⑧その他 

専門工事業の職
種別の仕事内容
の紹介 

地域貢献活動 
に関する調査等 
の報告書 

関係機関等へ
リンク 

(2)「職人さんミュージアム」 H22.7開設～、H30.8 現在アクセス数24万件超  
  掲載内容（専門工事業の職種紹介、社会貢献事例等）  

６ 



３．健全な建設産業・担い手確保・育成に向けた取組 
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(3)「職人さんミュージアム」第2弾 「救急隊」（仮称）：平成24年度より実施 
  ～プロ（職人さん）の目が地域の暮らしを守る「救急隊」～ 

実施成果のある地区建専連 

○目的 
 日常生活に必要な公共構造物、国土の異常に気付ける人（専門工事業者）が主体（地区建専連加盟団体協働 
 ―国・都道府県・市区町村担当部署）となって、地元、自治体職員等と連携のもと、住みよいまち・国づくりの手助けを 
 行うことを目的とする。 
○連携 
 公共構造物等の診断という事から国、都道府県、市町村、その他機関との連携（協定締結等）を図る。 

沖縄地区（H24～） 
 ：沖縄市、大学教授、工業高校教諭、沖縄市建設業者会、管工事（協組）、建築士事務所会、土木コンサル
会、電業界等の委員により構成される委員会（事務局：沖縄地区建専連）を設立し、検討を実施。 

 その後、「OTRG」（オキナワ・タウン・リサーチ・グループ）として協議会を発足し、市民の安全・安
心を主軸とした市の理想のとなる街づくりに向けた具体的な事業展開をまとめ、平成26年5月に沖縄市長
へ報告。 

 平成29年10月16日｢おきなわ建設フェスタ｣開催(沖縄県総合運動公園) 

 
北海道地区（H25～） 
：北海道建設業協会等と建設業PR漫画「ただいま工事中!!」～建築工事編を平成26年10月30日に公表、土木
工事編を平成27年10月30日に公表。 

 平成30年1月13～14日｢建設産業ふれあい展｣を札幌地下歩行空間で昨年に続き開催。 

７ 
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事業実施中、着手している地区建専連 

九州地区（H27～）地域連携ネットワーク構築((仮称)建設専門工事業雇用促進･労働改善協議会)  
 
中部地区（H25～）建設専門工事業合同体験フェアの開催(愛知県建設業協会等と中部圏建設担い手育成                  
                            ネットワーク協議会)(吹上ホール H29.5.31) 
 
中国地区（H25～）建設フェア（H30.10予定）の開催に向けた予備調査の実施 
 
四国地区（H27～）香川県専門工事業担い手確保･育成推進協議会 
          「匠の学舎アカデミー・職人育成塾」開校支援 
 
近畿地区（H27～）技フェスタ-建築技能体験フェア-の開催(大阪府建団連と) 
                                                          (鶴見緑地 H27.7.31-8.1,H28.7.15-16,H29.7.14-15) 
 
北陸地区（H27～）中学生と保護者、糸魚川高校出前講座(整備局と)(H27.7.28) 
                            新潟県建設業協会と県立専門高校メッセの開催(新潟建協と)(H27.8.11) 
         中学生と保護者(朱鷺メッセ H28.8.23) 
                            県立専門高校メッセへの出展(ハイブ長岡 H29.8.8) 
 
関東地区（H27～）｢ＹＵＭＥ－ＫＹＯ｣の設立(関東地整と関東圏専門工事業担い手確保･育成協議会) 
                            出前講座｢墨田区教育委員会｣｢さいたま市親和小学校｣等 
          「職人育成塾利根沼田ﾃｸﾉｱｶﾃﾞﾐｰ｣開校 廃校小学校跡地を訓練施設として/板金,瓦から 
  
東北地区（H28～）専門工事業をアピール 就職ガイドブック｢建設ナビ｣発行(みやぎ建設総合センター協賛) 
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      

          POWER OF EXPERT  ～ KENSENREN   ８ 



３．健全な建設産業・担い手確保・育成に向けた取組 
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(4)  建設スキルアップサポート制度 （平成21年4月～） 

 ・工業高校等（学生）若年者の入職支援 

 ・入職前（学生時）に取得した資格の費用を建設企業に入職した者を対象に、 
  1万円を限度に支給 

 ・平成21～29年度での助成対象者は、1,447名 

９ 

（一社）日本建設業連合会助成事業 
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(5) 出前講座等（技能等の講習会、体験学習受入、等） 
【関連機関】厚生労働省､文部科学省､法務省､防衛省､日建連､全建､富士教育訓練ｾﾝﾀｰ等  
【対象】入職前の学生、学校の先生、受刑者、小中学生  

地域の住民、中学生、保護観察中の少年等と 
落書き消去、福祉施設の振り替えなど（塗装） 

高校生に出前講座で鉄筋ガス圧接 
の実践的な指導（圧接） 

専門学校に出前講座で技能検定 
２級の課題を実践指導（鉄筋） 

地域の「子どもを守ろうプロジェクト」で安全 
施設等を寄付し防犯意識の啓発（標識） 

１０ 

法務省「更生保護制度」と連携し、
「社会を明るくする運動」に協力 

防衛省「予備自衛官制度」と連携し、 
予備自衛官の入職に協力 











（一社）全日本建設技術協会の取組み 

建設現場で働く人々の誇り・魅力・やりがい検討委員会 資料 

 

１．全建賞 

～本会では、良質な社会資本整備の推進と技術水準の向上や、建設技術者の励みと

なることを目的に、毎年、優れた事業や施策を実施した機関を表彰しています～ 

 
全建賞は、優れた建設技術の創意工夫をこらした

活用並びに事業の進め方やインフラの運用の工夫等

により、秀でた成果の得られた、もしくは得ようと

する事業又は施策、および、国民の安全･安心確保に

資する等の社会貢献活動や公共事業全般に対する理

解の向上等に貢献する事業又は施策を選考し、これ

を実施した機関と施工会社を表彰するものです。 
昭和 28 年度に設けられ、これまで 65 年間にわた

り、2,562 事業に授賞しています。 
公共事業の評価や実施体制が大きく変化する中、

優れた事業や施策を表彰する全建賞の受賞が、たゆ

まぬ努力を続けている建設技術者の励みとなるとと

もに、品質の優れた社会資本整備に貢献しています。 
平成 29 年度では、317 の応募事業の中から、東日

本大震災に係る復旧･復興事業特別枠 15 事業を含む

81 事業、施工に当たった延 204 社の賛助会員に授与

しました。 
全建賞の受賞については、全国各地の新聞等で採

り上げられるなど、高い評価を受けています。 
 
 

１．全建賞の概要 

  
【授賞の対象と部門】 
①「インフラ整備のハード面に秀でた事業 

・ソフト面に秀でた取り組み」 
  道路、河川、都市、住宅、建築、港湾、鉄道、 

の７部門。 
②「インフラ整備に係わらない公共事業全般に関

する取り組み」 
  ・部門別に分類ができない取り組み(広報活動、

TEC-FORCE 活動、新工法の研究開発 等) 
   

事業規模の大小は選考のポイントとしてはおり 
ません。 

  
【授賞事業の対象期間】 
  当該年度に完了(予定)の事業、及び完了後 3 年 
以内の事業が対象です。 

過年度に応募され受賞に至っていない事業(又 
は施策)を再度応募することができます。 

 
【選考のポイント】 

  ハードの面(建設技術の活用)又はソフトの面(公 
共事業の進め方や運用の工夫等)から、特出した成
果（例えば、事業等の内容や成果が優れたものであ

り、かつ、先駆的に取り組まれているもの）を評価
します。 

 
【審査】 
  国土交通省の各専門の担当者による予備審査の 
後、大学や民間の学識者を中心とした委員による 
審査委員会(委員長:石田東生 筑波大学名誉教授･ 
特命教授)を行い、延べ２ヶ月間におよぶ慎重な審 
査を経た選考が行われます。 

 
【表彰式】 
  毎年 6月に行われる表彰式では、ご来賓に 
国土交交通省の幹部の皆様と顧問である国会議員 
の皆様をお迎えして行われています。平成 29 年度 
表彰では、国土交通技監である森様や参議院議員 
足立敏之様にご臨席いただいております。  

 
表彰式の様子 

 

２．主な特徴 

①「維持管理事業､ストックの運用等」につい
ても対象としています！     

②「東日本大震災の復旧・復興事業」について
は、「特別枠」を設けています！ 

 

 

表彰状及び盾 
 



 
 
 

２．各種の個人表彰 

 
 
 

～本会では、本会の目的達成に功績を残された皆様、建設技術者の模範である皆様、

国土整備に優れた功績を挙げた皆様、災害支援活動に顕著な貢献があった皆様などを

表彰し、功績を讃えています。～ 

 
１．個人賞の概要 

  
【授賞の種類】 

①谷口賞 

 ⅰ授賞人数  若干名 

 ⅱ授賞基準   

   長期間にわたり全国的視野から建設技 

術関係者の技術水準及び社会的地位の向 

上に貢献し、本会会員の模範であること 

など。 

 

②谷口功労賞 

ⅰ授賞人数  ４５名程度 

 ⅱ授賞基準   

 長期間にわたり建設技術関係者の技術 

水準及び社会的地位の向上に貢献し、本 

会会員の模範であることなど。 

 

③小沢賞 

ⅰ授賞人数  ４５名程度 

 ⅱ授賞基準   

 技術者として１０年以上の経歴を有し、 

後進の指導育成に尽力してよく成果を上 

げたことなど。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④全建功労賞 

1 号該当 

    ⅰ授賞人数  29 年度実績 21 名 

   ⅱ授賞基準   

     国土整備に係る行政の推進に多年 

にわたり献身精励し、他の模範であ 

ることなど。 

 

２号該当 

    ⅰ授賞人数  29 年度実績 134 名 

ⅱ授賞基準  

国土整備に係る行政の推進に多年 

にわたり献身精励し、特に現地に係 

る業務に優れた功績を挙げたことな 

ど。 

 

３号該当 

    ⅰ授賞人数  29 年度実績 1名 

   ⅱ授賞基準   

     技術の開発・応用、業務の改善な 

どに優れた功績を挙げたことなど。 

 

４号該当 

    ⅰ授賞人数  29 年度実績 150 名 

ⅱ授賞基準  

被災地の災害支援活動に派遣され、 

顕著な貢献があったこと。 

 



2018年11月20日
国土交通省

「建設現場で働く人々の誇り・魅力・やりがい検討委員会」

会長 渡辺弘子

一般社団法人
土木技術者女性の会



会の歩み

1982年9月 土木学会誌上で座談会開催（5名）

1983年1月 土木技術者女性の会発足（28名）

2013年11月18日（土木の日）一般社団法人化

2014年6月 内閣府「平成26年度女性のチャレンジ賞」受賞

2018年11月現在 会員数370名（うち学生会員23名）

1986年度総会



会の目的

①土木界で働く女性技術者同士のはげましあい

②土木界で働く女性技術者の知識向上

③女性にとって魅力のある、

働きやすい土木界の環境づくり

④女性土木技術者の社会的評価の向上

⑤土木技術者を目指す女性へのアドバイス



環境づくり・社会的地位の向上

「坑内労働規制」緩和への働きかけ

「坑内」→炭鉱
母体保護のために必要だった規制

「坑内」→トンネル
現場担当者であるにも関わらず入坑できない

1947年

近年

2003年 坑内労働規制緩和WG設置

女性技術者はOK

女性技能者は未だNG

∴活動は(公社)土木学会を

中心に現在も継続中

しかし･･･



環境づくり・社会的地位の向上

他団体と連携した活動

産
公益民間
企業

関係協会

学
土木学会
地盤工学会
高専・大学

民
NPO

市民団体

他業界
じゅうたく小町
ソクジョの会

建設産業
女性活躍推進
ネットワーク

官
国土交通省

(一財)建設業振興基金
地方自治体

女性の会



東北地整との現場見学会

じゅうたく小町との交流会

（公社）土木学会との勉強会

NPOとのワークショップ

宮城県での講演

岐阜高専での講演

中部地整での講演

2017建設産業女性活躍セミナー

環境づくり・社会的地位の向上

他団体と連携した活動

近畿地整での座談会



環境づくり・社会的地位の向上

国際会議セッションの運営/出展

2015年

第5回世界工学会議

2019年第8回

アジア土木技術国際会議

1999年 第11回

国際女性技術者・科学者会議

2019年4月16日～19日
ホテルメトロポリタン

東京池袋



2010.10.3 TBS系放送

2017.1.21 神戸新聞

～サポーター～
会の理念に賛同して
くださる個人，団体
（194名，19団体）

環境づくり・社会的地位の向上

広報活動

2012年 大阪
サイエンスカフェ

（商店街で買い物客に広報）

2014年度総会時のTV取材



女子中高生夏の学校
：国立女性教育会館（毎年8月）

女子学生キャリアセミナー
：東京ウィメンズプラザ（毎年11月）

アドバイス

次世代の育成

夏のリコチャレ
：東京，大阪で開催（2018年8月）ドボジョと現場体験！

協力：国交省，JR西日本

（小･中学生および
その保護者も参加）



土木学会創立100周年記念出版 第1号
発行：2013年1月
編集：ダイバーシティ推進小委員会（編）
協力：土木技術者女性の会，地盤工学会

継続は力なり
女性土木技術者のための

キャリアガイド

就職支援冊子『Civil Engineerへの扉』
「土木広報大賞2018」審査員賞受賞

アドバイス

次世代の育成

編集・発行（一社）土木技術者女性の会

2017年版



①土木界で働く女性技術者同士のはげましあい

②土木界で働く女性技術者の知識向上

③女性にとって魅力のある働きやすい土木界の環境づくり

④女性土木技術者の社会的評価の向上

⑤土木技術者を目指す女性へのアドバイス

●女性ネットワークの形成と相互連携

●多彩なロールモデルの提示

スーパーウーマン型から

ワークライフバランス型へ

●土木の魅力の広報と次世代の育成

会の役割＝会の目的



着実に歩んでいきます

これからも

2018年度総会（大阪）


